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① 大漁鍋を食べる子ども　② 起舟祭は神幸太鼓の演技でスタート　③ 寒ブリの解体ショー 　④ お父さんに食べさせてもらう子ども　⑤～⑦ 飲① 大漁鍋を食べる子ども　② 起舟祭は神幸太鼓の演技でスタート　③ 寒ブリの解体ショー 　④ お父さんに食べさせてもらう子ども　⑤～⑦ 飲
食会場内には多くのお客さんが見えた　⑧～⑪ 鮮魚販売コーナーでは販売開始前から多くのお客さんがつめかけ、格安の魚介類を買い求めた食会場内には多くのお客さんが見えた　⑧～⑪ 鮮魚販売コーナーでは販売開始前から多くのお客さんがつめかけ、格安の魚介類を買い求めた
⑫～⑭ ステージショーではきらきら KIDS、よさこい踊り、民謡、健康クラブの踊りなどで会場が盛り上がった　⑮ ステージショーの会場内では⑫～⑭ ステージショーではきらきら KIDS、よさこい踊り、民謡、健康クラブの踊りなどで会場が盛り上がった　⑮ ステージショーの会場内では
多くの観客がステージに見入っていた　⑯ 魚介類を買い求めるお客さん　⑰ 石川県漁協西海支所の屋上から会場全体を見渡す　⑱ 買った魚介類多くの観客がステージに見入っていた　⑯ 魚介類を買い求めるお客さん　⑰ 石川県漁協西海支所の屋上から会場全体を見渡す　⑱ 買った魚介類
をさっそく炉端コーナーで焼いて食べるお客さんが数多くいた　⑲～⑳ 鮮魚販売コーナーで販売した魚介類　㉑大漁鍋を食べる子どもをさっそく炉端コーナーで焼いて食べるお客さんが数多くいた　⑲～⑳ 鮮魚販売コーナーで販売した魚介類　㉑大漁鍋を食べる子ども
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『パン deカレー』　（富来商工会青年部）

『能登牛カレーパンブラック』　（寺岡畜産）

『カレーおからドーナツ』　（富来商工会女性部）

『海のおやき・山のおやき』　（志賀町婦人加工連絡会）

　昨年９月の「ふるさと秋まつり in 増穂浦」で販売したカレーを改良し、カレー

うどんにフランスパンをトッピングした冬

バージョンの「さくら貝伝説カレー」を販売。

材料はうどん、カレー、フランスパンに増穂

人参を使った。

　ソバ、スパゲティ、焼きそば、ロールキャ

ベツ、水餃子などを使い試作したが、「うど

んとフランスパンの相性が一番良かった」と商工会青年部長の今川孝昭さん。

250 食用意された風変わりなカレーは完売した。

　パンの中に能登牛カレーを入れ、パンの色は黒

色。パン生地に竹炭を練りこんで黒くした。黒毛

和牛をイメージして作ったという高級感があふれ

る「能登牛カレーパンブラック」。寺岡畜産の寺岡

保申さんは「たくさんの人に食べてもらえてうれ

しい」と話した。

　約 300 本用意されたパンはほぼ完売した。

　移動販売車で販売しているお馴染みのおから

ドーナツ。そのドーナツの中にカレーを入れて販

売。材料は、増穂人参ととぎ実験農場で収穫され

たじゃがいもを使った。地元産の食材を使用する

ことを意識し今回のドーナツが出来上がったとい

う。

　「予想以上に好評だったのでうれしい」と女性部の皆さん。

　900 個用意したドーナツは完売した。

　12 月に試作したおやきを改良し、のと金時を入

れた「山のおやき」、かぶの葉、しらす、エビチリ

（甘エビを使用）を入れた「海のおやき」を販売。

「今回のイベントにちなんで西海漁港で獲れた甘エ

ビを使った海のおやきが好評でした」と志賀町婦

人加工連絡会の皆さん。

　それぞれ 100 個ずつ用意したおやきは完売した。

食 起舟祭で販売していた食べ物を紹介します。
ここに紹介するものは一部です。他にもおいしい食べ物が
たくさんあり、来場者を喜ばせていました。

富来商工会青年部の皆さん

寺岡畜産の皆さん

富来商工会女性部の皆さん

おやきを販売している様子
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学生納付特例制度を受けている短大・大学生・専修・専門学校生の皆さんへ

対象者：短大・大学・各種専修・専門学校生の人で、引き続き同一の学校に在学し平成 24 年度も

　　　　学生納付特例を受けようとする学生の人は、再申請をお忘れなく。

○納付猶予の保険料を納付希望する場合は追納の申請が必要です。
　学生納付特例は、年金の受給資格期間に算入されますが、年金額には反映されません。
そこで、10 年以内であれば本人の申し出により猶予された月の保険料を納付することができます（ただし３年度目以降に
追納する場合には経過期間に応じて加算額がかかります）
　なお、追納される場合は先に経過した月から順に納めなければなりませんのでご注意ください。
　（例）・平成 22 年度の学生納付特例承認期間について平成 25 年３月末までに追納する場合は加算額はかかりません。
　（例）・平成 14 年９月の学生納付期間の追納期限は平成 24 年９月末となります。（最終納付期限は 10 年目にあたる月の月末です。）

問七尾年金事務所　☎ 0767-53-6511　　住民課国保年金担当　☎ 32-9121

全国統一
防火標語

20122012
春の火災予防運動春の火災予防運動

３月20日（火）～
　　　３月26日（月）

志賀町内の設置率　84.7％
平成23年８月31日現在

３ つの習慣
○　寝たばこは、絶対やめる。
○　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○　ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

4 つの対策
○　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○　寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
○　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。
○　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

地震発生後の行動の目安 状況に応じ、もっとも人的被害を軽減すると判断する行動を取ることが大切です。

津波避難ビルをご存じですか？
　東日本大震災では津波により多くの人々が犠牲になりました。志賀町では津波からの逃げ遅れを解消するために津波避難ビルを指定してい
ます。津波避難ビルは公共施設に加え次のとおりです。

•志賀農協本店　•志賀農協富来支店　•石川サンケン㈱志賀工場A棟・B棟
•北陸電力㈱原子力本部　•北陸電力㈱高浜寮　•北陸電力㈱新高浜寮
※津波避難ビルは緊急時の一時避難場所であるため、時間のある限りできるだけ高
　い・遠い場所に避難しましょう。

学生納付特例は３月末までです。 ４月には再申請が必要です。

学生納付特例は、免除ではありません。納付猶予です！
卒業・就職したら追納をお忘れなく

防火・救急に関するお問い合わせ

志　賀　消　防　署　☎ 32-1776

志賀消防署富来分署　☎ 42-1211

☆最初の大きな揺れは約１分間☆☆最初の大きな揺れは約１分間☆
•まずは自分の身を守る。　•転倒の恐れのある家具などから離れ、机などの下に身を隠す。あわてて外に飛び出さない。•まずは自分の身を守る。　•転倒の恐れのある家具などから離れ、机などの下に身を隠す。あわてて外に飛び出さない。
☆揺れがおさまったら☆☆揺れがおさまったら☆
•ガスの元栓を閉め、コンセントを抜く。　•火が出たら落ち着いて初期消火をしドア、窓を開けて脱出口を確保する。•ガスの元栓を閉め、コンセントを抜く。　•火が出たら落ち着いて初期消火をしドア、窓を開けて脱出口を確保する。
☆車を運転中☆☆車を運転中☆
•道路の左側に止め、エンジンを切る。　•揺れがおさまるまで冷静に周囲の状況を確認し、カーラジオで情報を収集する。ま•道路の左側に止め、エンジンを切る。　•揺れがおさまるまで冷静に周囲の状況を確認し、カーラジオで情報を収集する。ま
た、キーはつけたままドアロックをしない。車検証などの貴重品を忘れずに持ち出し徒歩で避難する。た、キーはつけたままドアロックをしない。車検証などの貴重品を忘れずに持ち出し徒歩で避難する。

☆登下校中での路上☆☆登下校中での路上☆
•倒れそうな電柱や垂れ下がった電線に注意する。　•その場に立ち止まらず、窓ガラス・看板などの落下物から頭をカバンな•倒れそうな電柱や垂れ下がった電線に注意する。　•その場に立ち止まらず、窓ガラス・看板などの落下物から頭をカバンな
どで保護して空地や公園に避難する。また、ブロック塀や自動販売機などには近づかない。どで保護して空地や公園に避難する。また、ブロック塀や自動販売機などには近づかない。

☆海岸付近☆☆海岸付近☆
•揺れを感じたらただちに高台などの安全な場所に避難する。•津波警報や注意報が解除されるまで海岸には近づかない。•揺れを感じたらただちに高台などの安全な場所に避難する。•津波警報や注意報が解除されるまで海岸には近づかない。

住　宅　防　火
いのちを守る７つのポイント
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